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塀纏 勿殊
恒　　星　　界
　木枯しの彼方に白鳥は浸し，新年の用意にεシリウスが昇る．何時の世
にも，星の刻みのみは嚴かに，邊速なき歩みを進めて行く．
　秋の星座が静かな：歩調で西へ移るE，オリオンの三ツ星が宵の東天に現
はれて，「冬が來たんだよ」ミ囁く．天の河は東北の室に，弱い光を現はし
てみるが，それに漕ふては，一流のシリウス，『リゲル，プロシオン，ベテ
ルギウス，カス5ア，ポルクス，カペラ等の一等星が青や赤，或は黄ミ，
色εりさりに輝いて，愈々，全天中最も華やかな部分が．今我々の眼前に
ある．しかも，其の合聞々々には，姿やさしいプレアデスや，赤い顔した
ヒヤデスが現はれ，アルゴールの愛嬌者も混って，此の頃の夕べの室は，
なかなか賑やかな事である．
　此の賑やかな所に，例の木星が，大家族を引き具して，お仲間入りをし
てみるのは，一暦よく眼立つ．
　併しながら木星を除いた他の遊星は，木星の東に海王星，西に天王星丈
で，残りは全部，太陽の傍にかたまってみるので淋しい．
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遊　　星　　界
　水星査の星であるが，月始めは太陽に近くて駄目であるが，月末に
なる程，都合はよくなる．星座は「いて」座で，順行してみる．15日午前1
時に土星に追ひ付く．水星は北側で約3度程離れナこ所を通り過ぎる．月末
の光度員1等，覗直径は5秒牛．
　金星曉の星であるが太陽に近く，月始めの方が梢見得る．星座は「へ
びつかひ」を順行．月始めの光度負3等牛，覗直径は10秒孚．
　火星太陽に近く，3日午後5時に太陽ε會合し槻望は全く不能．
　木星肉眼的遊星では観望に縄好の唯一の星である．位置は「うし」座
ビアデス群の北側を逆行中である．4日午前8時に封衝ミなる．光度はft　2
等鯨．覗直径は43秒程であるが徐々に小さくなって行く．
　土星宵の星で，月始め「いて」座の東にあるが，太陽に近づいて行く
ので，月末になる程観望出來なくなる．光度約1等．覗直径13秒孚．
　天王星　宵の星．「うを」座44番星に近い，光度6等．覗直径3秒孚．
海王星　夜牛頃東天に登る．「しx」44番星に近い．光度8等．覗直径2秒傘．
